
Webアクセシビリティセミナー２
なぜ企業はWebアクセシビリティに取り組むのか？

2019年10月17日（木曜日）

11時30分～12時15分



このセッションの構成

● 伊原：Webアクセシビリティ概論と

企業が取り組む理由

● 諸熊：企業Webサイトリニューアルの中で

アクセシビリティに取り組んだ事例

● 伊敷：障害者向けクラウドソーシングサービスでの

アクセシビリティ診断メニュー構築の事例
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自己紹介

●伊原力也

● freee株式会社 UXデザイナー

● ウェブアクセシビリティ基盤委員会WG1 委員

● ウェブアクセシビリティ関連の書籍執筆、監訳

● HCD-Net 認定人間中心設計専門家
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freeeとアクセシビリティ
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Webアクセシビリティ概論
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障害者・高齢者対応？
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一時的な障害への対応

●その瞬間は、継続する障害と変わらない

● 視覚障害：眼鏡の破損、周りが暗い、サングラス

● 四肢障害：腱鞘炎、骨折、けが

● 聴覚障害：オフィス、電車内、街中

● 認知障害：酔っ払い、徹夜、海外旅行
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変化していく状況への対応

●加齢による能力のバランスの変化

● 視力、聴力、運動能力、反射神経、

記憶力、認知力、経験……

●周囲の状況による行動の変化

● 家族の増減や関わりかたの変化

● 住居や拠点の変化
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ユニバーサルデザイン

● Universal = 普遍的な

● 特定の人のためのデザインではない、

普遍的なデザイン

● ある一つのものが普遍的に使える

●さまざまな状況の人が同じものを使える
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ハードウェアでのアプローチ
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ブラウザや支援技術で
状況に適した表現に
変えられること

Webアクセシビリティの重要なポイント
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スクリーンリーダー (PC、iOS)
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拡大鏡、ハイコントラストモード
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さまざまな入出力デバイス
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なぜ状況に応じて表現を変えられるのか？

● Webアクセシビリティの根幹は

マシンリーダブルなテキスト

● 最も多くの人に伝わる表現方法は「テキスト」

● テキストをマークアップすると

意味が明確になり、機械が解釈可能になる

● ユーザーエージェントや支援技術といった

プログラムを通して利用可能な形に変換できる
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プレーンテキストの例

● ■デザイニングWebアクセシビリティ

●訴求ポイント (この本が既存の本と異なる点)

・「ガイドライン対策」ではなく、実際にコンテンツをアクセシブルにするための実践的な内容

・解決アプローチの例として、実際に公開されているサイトの実例を多数紹介

・上流から下流まで、制作プロセスの全てをカバー

・デザイン、実装だけではなく、戦略や設計のプロセスにおける取り組みを重視

●取り組みの背景

ウェブコンテンツは本来、ユニバーサルなものです。PCのブラウザで閲覧するだけでなく、スマートフォ

ンでアクセスしたり、合成音声で読み上げたり、点字で出力したりと、ユーザーの状況に併せてさまざま

な形に変えながらアクセスすることができます。
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HTMLにすると機械が解釈できる

<!DOCTYPE html>

<html lang=“ja”>

<head>

<title>デザイニングWebアクセシビリティ</title>

</head>

<body>

<h1>デザイニングWebアクセシビリティ</h1>

<h2>訴求ポイント (この本が既存の本と異なる点)</h2>

<ul>

<li>「ガイドライン対策」ではなく、実際にコンテンツをアクセシブルにするための実践的な内容</li>

<li>解決アプローチの例として、実際に公開されているサイトの実例を多数紹介</li>

<li>上流から下流まで、制作プロセスの全てをカバー</li>

<li>デザイン、実装だけではなく、戦略や設計のプロセスにおける取り組みを重視</li>

</ul>

<h2>取り組みの背景</h2>

<p>ウェブコンテンツは本来、ユニバーサルなものです。PCのブラウザで閲覧するだけでなく、スマートフォンでアクセスしたり、合成音声で読み上

げたり、点字で出力したりと、ユーザーの状況に併せてさまざまな形に変えながらアクセスすることができます。</p>

</body>

</html>

17



クローラー (Googlebot)
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事例：カーリル
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https://calil.jp

https://calil.jp/


事例：ログミー
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http://logmi.jp

http://logmi.jp/


「分けてある」ことで選択肢が増やせる
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プロダクト

情報 コンテナ

情報 デバイスWeb

情報
ユーザー
エージェント

Web デバイス

情報
ユーザー
エージェント

Web デバイス支援技術



JIS-X 8341-3:2016
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http://www.jisc.go.jp/app/pager?RKKNP_vJISJISNO=X8341-3&%23jps.JPSH0090D:JPSO0020:/JPS/JPSO0090.jsp

http://www.jisc.go.jp/app/pager?RKKNP_vJISJISNO=X8341-3&%23jps.JPSH0090D:JPSO0020:/JPS/JPSO0090.jsp


Webアクセシビリティに
取り組む「攻めの」理由
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Web担当者の認識
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https://www.wab.ne.jp/wab_sites/contents/2335

https://www.wab.ne.jp/wab_sites/contents/2335


高齢者のインターネット利用率増加

25

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc122000.html

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc122000.html


高齢者のネットショッピング利用率増加
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http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc122000.html

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc122000.html


障害者のインターネット利用率の高さ
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http://barrierfree.nict.go.jp/relate/statistics/hc_internet.html

http://barrierfree.nict.go.jp/relate/statistics/hc_internet.html


体験を向上するため

●ユーザビリティが向上する

● 多くの状況で知覚・理解・操作のハードルが下がる

● WCAGでも「ユーザビリティが向上する」と明言

●指名買いするユーザーが現れる

● アクセシブルなもの以外は使えないユーザーがいる

● 他ではできないことができた→ ロイヤリティ最大

● コミュニティ内での推奨意向もアップ
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利益を上げるため

●効率よくビジネスを回す下地となる

● 利用できる状況が最大化され、

機会損失を防ぎ、全体のパイが広がる

● テンプレート化・ルール化により、

再利用性が上がり、運用コストが下がる

●対応しない＝見えないコスト流出と同義
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Webアクセシビリティに
取り組む「守りの」理由

30



Web担当者の認識
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https://www.wab.ne.jp/wab_sites/contents/2335

https://www.wab.ne.jp/wab_sites/contents/2335


海外諸国で進む「法律による義務化」

● カナダ（オンタリオ州）の「AODA」
● 従業員50名以上の企業はレベルA準拠

● 韓国の「障害者差別禁止法」
● 全法人が対象、技術基準は「KWCAG 2.1」

● アメリカの「ADA」
● 明文化されていないが、近年の判例等では
企業にレベルAA準拠を要求することが多い

● アメリカの「ACAA」
● 国内外の航空会社Webサイトに
レベルAA準拠を要求（日本の航空会社も含む）

32

http://www.slideshare.net/waic_jp/webjis-x-83413

http://www.slideshare.net/waic_jp/webjis-x-83413


2018年のアメリカでの訴訟件数：2258
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https://www.wab.ne.jp/wab_sites/general-browse/view/3076/1

https://www.wab.ne.jp/wab_sites/general-browse/view/3076/1


訴訟事例：McDonald's
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https://cookcountyrecord.com/stories/511107875-lawsuit-mcdonald-s-website-mobile-app-not-accessible-to-the-blind-
violates-ada

https://cookcountyrecord.com/stories/511107875-lawsuit-mcdonald-s-website-mobile-app-not-accessible-to-the-blind-violates-ada


訴訟事例：Apple
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https://www.theregister.co.uk/2018/08/21/apple_web_design_violates_law_claims_blind_person/

https://www.theregister.co.uk/2018/08/21/apple_web_design_violates_law_claims_blind_person/


訴訟事例：Beyonce
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https://www.theguardian.com/music/2019/jan/04/beyonce-parkwood-entertainment-sued-over-website-accessibility

https://www.theguardian.com/music/2019/jan/04/beyonce-parkwood-entertainment-sued-over-website-accessibility


訴訟事例：Domino's
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https://www.latimes.com/politics/story/2019-10-07/blind-person-dominos-ada-supreme-court-disabled

https://www.latimes.com/politics/story/2019-10-07/blind-person-dominos-ada-supreme-court-disabled


日本でも「障害者差別解消法」が施行

● 障害者の権利の保障、実質的平等の確保が目的

● 環境の整備（事前的改善措置）
（第五条）

● 障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止
（第七条第一項、第八条第一項）

● 合理的配慮の提供
（第七条第二項、第八条第二項）

● 2016年4月1日施行
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http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_wakariyasui.html

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_wakariyasui.html


合理的配慮の要求
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総務省みんなの公共サイト運用ガイドライン
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http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/guideline.html

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/guideline.html


調査結果の公表が開始されている
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http://www.soumu.go.jp/main_content/000613207.pdf

http://www.soumu.go.jp/main_content/000613207.pdf


企業Webサイトリニューアルの中で
アクセシビリティに取り組んだ事例
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株式会社U’eyes Design リサーチャー

諸熊 浩人（もろくま ひろと）

なぜ企業はWebアクセシビリティに

取り組むのか？
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発表者紹介
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ホール8 B048 

トータルソリューション

●株式会社U'eyes Design
★ブース出展中★

新しい視点で、人・組織・ビジネス・サービス

を描くデザインパートナー

提供サービス：

ビジネス創出, 組織、チーム開発, 人材育成,

UXデザイン

●U'eyes Designにおける諸熊

1. ウェブサイトの品質を見える化するシステム

の開発

2. 社会課題、トレンドの調査・分析

3. サウンドのデザイン

4. 広報部

事例：行政情報ポータルサイトに関するサービス

デザイン活動におけるワークショップ支援
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●主な考慮事項

■ 経営理念、ビジネス方針のアップデート

■ 内外へ向けた啓発、コーポレートの強化

■ サイト運営の効率化

■ 原稿の作成に専念できるようにする

■ アクセシビリティに配慮する

■ サイト全体で、一定の品質を担保する

コーポレートサイトリニューアルの背景

リニューアル後

リニューアル前
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● 啓発「アクセシビリティ対応の必要性」

(1) 「アクセシブル」は当たり前品質

■「アクセシビリティを無視」したいと思っている人はいない

■ 使いやすい = アクセシブル X (公立的 + 満足)

(2) 当社にとっての「ビジネス的な価値」

■ 高齢者、障害者を対象とした製品・サービスを提供する企業との交流がある

■ 自社で、アクセシビリティの自動検証ツールを開発・提供している

■ 障害を持つユーザーもアクセスしてくる可能性がある

→ 結果、要求仕様書(RFP)に「アクセシビリティ対応」を加えることを実現

「アクセシビリティ対応」の意思決定まで (1/2)
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● 「アクセシビリティ対応」の意思決定を実現できた背景

(1) 「人間の多様性」を認め合える場の醸成

■ 「人」を「ヒューマンファクターズ」の知見で学んでいる

■ 障害者、高齢者を含めた、多様な特性を持つ利用者を観察している

※「障害者」だからではなく、「人は多様」だから、違いを認め合える

(2) 社内での啓発活動の成果

■ 個人の知の還元

-アクセシビリティ評価ツールを開発、提供

■ 業界動向の還元

-ウェブアクセシビリティ基盤委員会 WAIC での活動

-セミナー、展示会などを通して得たアクセシビリティ業界の動向

-ユーザーコミュニティを通した障害当事者の動向

「アクセシビリティ対応」の意思決定まで (2/2)



50

● 実施プロセス

1. 「アクセシビリティ対応方針」の策定

2. ウェブサイトの作成・実装方法を検討

3. アクセシビリティに配慮したウェブサイトを実装

4. チェックツールや目視を用いて、実装されたサイト

の品質をチェック

参考文書:

■JIS X 8341-3:2016 附属書JA

「ウェブアクセシビリティの確保・維持・向上のプロセスに関する推奨事項」

「アクセシブルなウェブサイト」ができるまでのプロセス

■ウェブアクセシビリティ方針策定ガイドライン

アクセシビリティに配慮したサイトの「設計図」の作り方

https://waic.jp/docs/jis2016/accessibility-plan-guidelines/201604/

サイトリニューアルまでの流れ (1/2)

コーポレートサイト ウェブアクセシビリティ方針

WAIV評価結果画面
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● 重要なポイント

「アクセシビリティ対応」ではなく「サイトリニューアル」

■ 「アクセシビリティ対応」は、上流の工程から始まっている

■ ユーザビリティ担保を実現する設計プロセス「ISO 9241-210」とも類似

「アクセシビリティ方針」の意味

■ 「JISに対応している」ことは、訪問者にとって重要ではない

■ 訪問者が、「このサイトはちゃんと使えるか」を確認するためのシンボル

「アクセシビリティの品質チェック」の意味

■ 訪問者が、「このサイトはちゃんと使えるか」を確認するための詳細データ

■ 現在の実力値の可視化

■ 今後の改善点の可視化

※「バグ出し」のため、「チェックしながら実装」があるべき姿

サイトリニューアルまでの流れ (2/2)
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● リニューアルによる効果

■ 個々のページが、「小見出し」で整理されて、読みやすくなった

■ どのページでも、共通の作法で閲覧できるようになった

■ 掲載される写真に付記する代替えテキストのルール化ができた

結果と今後の展望

●運用後の活動

■ 残課題への対応

■ 追加、更新されるコンテンツのアクセシビリティ対応



多様なユーザーの
声を聴こう

Cocktailz 伊敷 政英



自己紹介

伊敷 政英（いしき まさひで）

⚫ 1977年3月 東京で生まれる
⚫ 1995年3月 筑波大学附属盲学校高等部普通科卒業
⚫ 2000年3月 東京都立大学理学部数学科卒業
⚫ 2003年4月 ITコンサルティング会社入社。
⚫ 2009年5月 ITコンサルティング会社退職
⚫ 2010年8月 Cocktailzとして活動開始
⚫ 2011年1月 ウェブアクセシビリティ基盤委員会 WG2委員
⚫ 2015年5月 ウェブアクセシビリティ基盤委員会 WG2主査
⚫ 2017年7月 ウェブアクセシビリティ基盤委員会 副委員長

趣味：音楽、アルトサックス、お酒、ボクシング
都内で一人暮らし
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伊敷の意識

• ウェブサイトの発注者・制作者とユーザーを近づけたい

• アクセシビリティに携わる障害当事者を増やしたい



サニーバンク

• 障害者専門クラウドソーシングサービス

• 視覚だけでなく聴覚障害、肢体障害、発達障害、精神障害など
すべての障害をカバー



主な業務

• データ入力、ライティング など

• アクセシビリティ診断



アクセシビリティ診断

• 障害当事者がユーザーとしてウェブサイトやアプリなどを使用
し、良い点・問題点をレポートする

• ウェブサイトやアプリの良い点・問題点をソースレベルで指摘
し改善提案

• JIS X 8341-3に基づく試験



アクセシビリティ講習会

• これまでに3回実施（3月、5月、8月）

• 視覚障害だけでなく聴覚障害や発達障害のある方も受講

• 座学とワークショップで合計3時間



講習会の主な内容

• 座学
- ウェブアクセシビリティとは
- 業務内容と進め方
- レポートの書き方
- ウェブアクセシビリティの基本

• ワークショップ
- 演習用サイトを題材に、良い点・問題点を探してもらいレ

ポート案を作成
- 参加者同士でシェアして議論



受講者からの声

• 良い点や問題点を具体的に書くのは初めてだったがなかなか難
しい。経験を積んでしっかりできるようになりたい。

• 発達障害のある人も明朝体は読みづらい

• 聴覚障害のある人にとっては難しい文章はわからない。小学生
にも理解できるような文章にしてほしい



最後に

• JIS X 8341-3は大切だが、JISだけでは不十分

• ユーザーと接点を持ち、声を聴くことが不可欠

• 障害者雇用の新たな一手になる


